
稚内の強風と，その近海における漁船の海難
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第9図　稚内風速と海上風速（海域別）の関係

　　　　と海区

　2）日本海側・オホーツク海側沿岸海域

　宗谷・利尻・礼文島周辺では，北・東・西系風が2．4

倍と大きく，海岸に沿って北上する南風，または利尻水

道を北上する南風の増大が見られる．なおオホーツク海

側沿岸でも，同様に，海岸線に沿って吹走する南風が，

60～70％の増比となり，一沿岸を離れるほど，増比が小さ

く，10％前後となる．しかしこの風系は，春一夏である

ので，この期間沿岸で操業する小型船の注意が必要であ

ろう．

　3）宗谷海峡北部海域と南樺太周辺海域

　この海域も，東よりの風の増比が大きく，海区によっ

ては，2．0～2．5倍の増となり，西風も50～90％増であ

る．しかし北・南よりの風は小さく，とくに南よりの風

では，稚内風速より逆に20％前後弱いことが特筆され

る．

　また樺太西海上では，観測数が少く，不確実である

が，沿岸に近い海区では，北よりの風の増比が大きく，

南風とともに1．5～1．6倍，沿岸より離れた海区では，西

風が70～80％増となり，東風の小さいのは勿論である．

なお各海域別の増比は第9図に示す．

　6．あとがき

　以上稚内を中心とした，近海の漁船海難について記し

たが，海難時における現場海上での，風，波浪，うねり

の状態などの実状を把握することが極めて困難な現時点

では，あくまでも，各資料から，気象・海況を推定，予

想することより出来ないが，各方面からの各種資料の収

集と，考察調査が必要であろう．
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会員の広場

r天気」にひと言

　「天気」を手にとってまず感じることは表紙である．

大変アカ抜けしており，学会誌としては一流だと思う．

つぎに，編集については，あまりにぎっしり詰まりすぎ

ているように感じる．論文やら解説やらと1行の無駄も

ないような編集ぶりである．うっかりしていたら，ひと

つの論文と次の論文との切れめを見落とすこともある．

予算面で苦しいことはわかっているが，それはそれとし

1975年3月

て，少しぐらいは無駄なぺ一ジー毒にも薬にもならな

い記事一があったがよい．慾をいえば，学会と関係の

ある漫画やコソトなどもほしいが，そんな才能のある人

は学会にはいないだろう．要するに，ピタミソやカ・リ

ーばかりなく，食慾をそそるような食器や膳立てに気を

配っていただきたいわけである．

　学会記事・会議報告などあまり興味を感じない．とい

っても学会誌の性格上，記録を残すという意味で必要な

のかもしれない．そうであれば，なるべく短かく縮めて

ほしい．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（166頁に続く）
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し，また，海の影響が気候に大きく影響していることは

よく知られている．割合狭い範囲ではすでに幾つかの研

究が行われているが，地球的スケールで解析をすすめら

れる必要があり，これには海洋観測資料の国際交換がま

ず問題となる．また，数値実験によるモデル実験も重要

であろう．

　季節予報は非常に難かしい．異常気象が間題になって

いる今日は，その重要性がますます大ぎくなり，研究の

進展が望まれている．しかし，間題の性質上，あまりい

そいで枝葉のことにとらわれず，じっくりと資料の整備

を行い，基礎的な問題を解明していくことが，結局早道

ではな：かろうか．
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　（会員の広場　203頁の続き）

　学会費が前納になったが，こんな経済情勢ではやむを

得ない．それより会費を滞納している人がいるのはいた

だけない．昔のお偉方には，　“会費を払込むのが面倒で

一”とかいって会費の滞納を公言していた方がおられ

たことを思い出す．こんなムードはいけない．

　　　　　　　　　　　（福岡管区気象台　小島隆義） q

6 、天気”22．4．


